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ブサカ(Chaoborus )のf中間は双趨呂 (Diptera)において小さな科を形成するグル プで、わが留においてもこれ

まで 1科 1麟 1種、フサカ(ニアカケヨソイカ)Chaborus crystallinusが報告されているのみである。またその

目玉発生の記載もこれまで一度もなされていない。今回の報告ではフサカの臨発生の内、この幼虫独特の務官で

ある気嚢、捕食器官に変化した触角、今回初めてその起源が明らかにされた庇門突起の発生について述べ為。

座奪形成後、ロ路と区内総が出現し、少し発達し始めた頭、気事草原基の形成は駐蒼の第 3総節と第 7緩節の

前半前但uから、細胞分裂を伴いつつ外廃業性細胞群が斜め前方へ陥入することで始まる O 間もなく焔入口は閉

じるが、その時の原基中央での縦または横断面での細胞数は胸節に形成された原基(以後、これを前気嚢と呼ぶ)

で約14、腹節に出来た隊基(以後、後気嚢と呼ぶ)で約12である。これらの細胞は匝りの細胞よりそのサイズが

やや大きく、そのため療薬会体でほぼ平均腹体節授の2/3程の大きさになる。これらの原基ではこの後もあまり

細胞数の増加は見られず、最終発達段階で、断面繍総数は前後気嚢それぞれ16、14程度である。原基は絞初は

その内部中央に直径が原義のそれの1/3程の空所が形成されるが、阪の背部閉鎖後、そのZE所にガスを溜めて膨

張する。そのため原基夜筏はそれまでの1.7倍程になる。一方，幾皇室の細胞の隠さはこれまで、の1/3程度となる。

膨張の結巣気嚢の大きさは 1体節長以上となる。この潟、議気量警はその中心をや務鎮のほぼ中央に移す。

触角原基はJlf発生のはほ半ばに行われる佐回転i議動の慣に原頭葉から分化する O その180"の回転運動の後半

に左右の触覚原基は前方に突出発達し、岡原基は頭前面正中線上ぞ接触し、卵前端に沿って膝腹面方向に延びる O

卵前端半円胞の2/3を経過した辺りで、その前端から剛毛が伸び始める。それと共に原基はその頭葉から突き出

たその基郊に向けて収綴し始める。

日工門陥出現の初期にそれを構成する細胞より大きな、クロマチンの凝縮した核を持つ綿胞が多数陥入口周辺

に出現する。これらは庇門突起原基の細胞であり、やがて佐凶転が終了し、阪帝が収縮し始めるとこれらの細

胞は区内陥部を怪体内野ュ前方に押し込み、その上を覆うように発透する。臨常収縮が全行殺の半分を過ぎ、る頃

迄に、原基金体はJlf後主義から前方へ 1-1.5体議長程度Lこ発達し、縦断面でタマネギの禄な形;こ見える。やがて

焔入口から外側に 4本の小突起が突出してくる。この後、原基は余り発達しないが、佐帯i奴絡が終了に近づくと、

再び後腸の内壌に沿って前方へ成長し始め、第 7腹節半ば付近まで伸長する。その後、消化管の後方への発達

に押されるように、今度は逆に庇門から体の外へ出てくる。しかし卵殻と体表との間隙が狭いため、旺r~突起

iま卵後端をIjj)って幼虫体E皇室言に沿い議方へ湾盛しながら延びていく O ふ化直後の幼虫で観察すると紅門から後

方へまっすぐに、先の細く尖った 4本の突起が多少広がりぎみに延びている。その長さは体節の1.5倍ほどであ

るO
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